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10 PEN April 2012

（ 注 1） 形態にほと んど（ または全く ） 違いは認められな

いが、 遺伝的に交流がない（ 生殖隔離が成立している） こ

とで区別される種もある。 これらは隠蔽種と呼ばれる。

（ 注２ ） 何億年も昔に「 究極のかたち（ ？）」 に到達した生

物もある。 このよう な種は化石に見られるものと形態がほ

とんど変わらないので「 生きている化石」 と呼ばれる。 身

近な動物としてはゴキブリがこれに相当する。

（ 注３ ） 生物学にもいろいろな分野があるので、上手に（ ？）

分野を選べば物理や数学が苦手でもなんとかなるのは事実

である。しかし 、油断していると統計的手法で痛い目にあっ

たり もする。

（ 注４ ） 「 モデル生物」 が材料であれば、「 かたち」 をつく

る仕組みを調べ、 遺伝子を操作して「 かたち」 の変異を作

出できる可能性もある。
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[2 ] R. M . M ay Scientific Ame r i can 10 : 18‒24 (1992 )

[3] C. M ora, D. P. Tittensor, S. Adl, A. G. B. Simpson, and B. 

W orm PLoS Biology 9 (8 ): e1001127  (2011)

[4] 下村政嗣 PEN 2(6 ), 3‒7 (2011 )
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1) 2012年11月15日、朝日新聞 
神戸大学の尾崎まみこ教授（B01-4班）の研究が2012年11月15日（木）付の朝日新聞朝刊に掲載さ
れました。 
巣の集合体「スーパーコロニー」 所属アリ、似た臭いに 
 
2) 2012年10月25日、化学工業日報 
物質・材料研究機構の不動寺浩主幹研究員（B01-2班）の研究が2012年10月25日（木）付の化学工
業日報に掲載されました。 
塑性変形による歪 構造色で可視化 
 
3)2013年1月6日、科研費NEWSレター 
独立行政法人森林総合研究所の高梨琢磨主任研究員（B01-4班）の研究が科研費ＮＥＷＳレター2012 
Vol.3に掲載されました。 
p.15 「昆虫の行動を支配する振動の機能を解明」 
 
4)2013年1月10日、読売新聞 
2013年1月10日付けの読売新聞夕刊の科学欄「ものづくり 生物の動き・組織を応用」で生物模倣技
術が紹介されました。 
 
5)1月24日、マイナビニュース 
九州大学先導物質科学研究所の小林元康准教授（B01-1班)の研究が2013年1月24日のマイナビ
ニュースに掲載されました。この研究は九大 先導物質化学研究所の高原淳教授、同・西田仁博士、
同・小林元康准教授らの研究グループによるもので、JST戦略的創造研究推進事業(JST-ERATO「高
原ソフト界面プロジェクト」)の一環として行われたものです。 
九大、水環境下で使えて光の反射で接着を制御できる接着剤を開発 
 
6)2013年2月1日、日刊工業新聞 
2013年２月１日付の日刊工業新聞で生物模倣技術が紹介されました。  
「生物」手本にモノづくり 国際標準化作業 進む 
 
7)2013年2月1日、北海道NEWS1&Nスタ 
A01班の長谷山美紀先生の研究活動が2013年2月1日（金）に放送されたHBC（北海道放送）北海道
NEWS1&Nスタで紹介されました。 
 
8)2013年2月2日、日本経済新聞 
2013年2月3日付の日本経済新聞で生物模倣技術関連記事が掲載されました。  
北大名誉教授の下澤楯夫先生（X00班）が撮影した写真が紹介されました。 
自然の巧みな造形美 ルリハムシ、脚に「チョンマゲ」 
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9)2013年2月4日、Science Portal 
北海道大学大学院情報科学研究科の長谷山美紀教授（A01班）の研究が2013年2月4日のScience 
Portal記事に掲載されました。 
“類は友を呼ぶ”新しい画像検索システム-気づきが築く異分野連携 – 
 
10)2013年2月5日、RSCニュース 
名古屋工業大学の石井大佑助教（B01-２班)の研究が2013年2月5日のRSCニュースに掲載されました。
この研究は領域代表者（下村政嗣教授）のJST戦略的創造研究推進事業(JST-CREST)の一環として行
われたものです。 
‘Invisible gates’ trap water droplets 
 
11)2013年2月10日、日本経済新聞 
2013年2月10日付の日本経済新聞で生物模倣技術関連記事が掲載されました。  
浜松医科大学の針山孝彦先生（X00班）が撮影した写真が紹介されました。 
「自然の巧みな造形美 クマバチ、前後の羽を連結」 
 
12)2013年2月17日、日本経済新聞 
2013年2月17日付の日本経済新聞で生物模倣技術関連記事が掲載されました。  
北大名誉教授の下澤楯夫先生（X00班）が撮影した写真が紹介されました。  
「自然の巧みな造形美 光の制御で発色鮮やか」 
 
13)2012年1月、月刊グリーン・パワー 
2012年1月に発売した森林文化協会出版の雑誌「月刊 グリーン・パワー 2月号」にて、独立行政
法人森林総合研究所の高梨琢磨先生（B01-4班）の記事が掲載されました。記事では、振動を与えて
マツの害虫マツノマダラカミキリの行動を制御し、防除をおこなう研究の紹介がされています。  
タイトル：「振動でマツノマダラカミキリを防除」 
 
14）2012年8月、月刊グリーン・パワー 
 2012年8月に発売した森林文化協会出版の雑誌「月刊 グリーン・パワー ９月号」にて、独立行政
法人森林総合研究所の高梨琢磨先生（B01-4班）の記事が掲載されました。記事では、カブトムシの
蛹が振動を発して、幼虫と交信をおこなう 研究の紹介がされています。 
タイトル：「雑木林のカブトムシ 蛹と幼虫は振動で"会話"」 
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【アウトリーチ活動報告】 

1) 第2回『花王“いっしょにeco”フォーラム 
下村政嗣代表が第2回『花王“いっしょにeco”フォーラム』で講演しました。 
 
開催日：2012年11月5日（月） 
開催地：和歌山 
詳細：http://www.kao.com/jp/corp_rd/topics/research_20121227_001.html 
日経エコロジー 2013年1月号（12月8日発行）p86-87 に広告が掲載されています。 
 
 
2) 第11回ナノテクノロジー総合シンポジウム 
B01-2班の針山孝彦先生が第11回ナノテクノロジー総合シンポジウムで講演しました。 
 
開催日：2013年02月01日（金） 
開催地：東京ビッグサイト 会議棟1F レセプションホール 
詳細：http://nanonet.mext.go.jp/japannano/2013/JPN/program.html 
15:40- 16:05 針山 孝彦（浜松医科大学） 「LED照明による害虫の本能誘発とナノ構造模倣体によ
る捕獲」 
 
3)次世代情報アクセスシステム実験 
北海道大学大学院情報科学研究科長谷山研究室が、第64回さっぽろ雪まつりに合わせて北2条広場で
次世代情報アクセスシステムの実験を行いました。 2012年秋、9/22(土)～9/30(日)の初回実施より、
システムもバージョンアップしております。 
 
・実験期間：2013/2/2(土)～2/11(月)  
・実験コンテント放映時間： 
 午前の部 10:00～10:30、11:00～11:30 
 午後の部 13:00～13:30、14:00～14:30 
 夜の部  17:00～17:30、18:00～18:30  
・システム説明、ダンスイベント： 
 2/11(月) 14:00～14:30、16:00～16:30 
・場所：http://www.sapporo-chikamichi.jp/space/guide.html の「北２条交差点広場（西） ６
５インチ縦６台』 
 
 

http://www.kao.com/jp/corp_rd/topics/research_20121227_001.html
http://nanonet.mext.go.jp/japannano/2013/JPN/program.html
http://www.sapporo-chikamichi.jp/space/guide.html
http://www.sapporo-chikamichi.jp/space/guide.html
http://www.sapporo-chikamichi.jp/space/guide.html
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【アウトリーチ活動報告】 

4)「ネイチャー・テクノロジーとライフスタイル展」 
北海道大学総合博物館にて、「ネイチャー・テクノロジーとライフスタイル展」を行います。 
「カの口を模倣した痛くない注射針」「サメの皮膚を模倣した水抵抗の少ない水着」「ヤモリの指先
を模倣した粘着テープ」など、自然のすごさを賢く生かすネイチャー・テクノロジーを紹介します。 
 
・開催期間：2013年1/22日（火）～3/17（日） 
・開催地：北海道大学総合博物館 3F企画展示室 
詳細：http://www.museum.hokudai.ac.jp/news/article/181/ 
 
 
5) ASTEC2013第８回先端表面技術展・会議 
2013年1月30日～2月1日まで行われたASTEC2013第８回先端表面技術展・会議で、独立行政法人産
業技術総合研究所の穂積篤先生（B01-3班）と浦田千尋先生（B01-3班）が講演を行いました。 
 
・開催期間：2013年1月30日（木）～2月1日（金） 
・開催地：東京ビッグサイト 東６ホール内 シーズ＆ニーズセミナー Ｃ会場 
・詳細：http://www.astecexpo.jp/meeting.html 
 
6) 新学術領域とＣＲＥＳＴの社会貢献活動の講演 
２０１３年２月３日、静岡科学館「る・く・る」にてタマムシの発色を題材に、 
バイオミメティクスの重要性を講演し、フロアにて光の説明を行いました。 
 
7)バイオミメティクス・市民セミナー 2013年度前期 
北海道大学総合博物館 知の交流コーナーにて行われるバイオミメティクス・市民セミナーのご案内
です。 
会場：北海道大学総合博物館 知の交流コーナー  
主催：北海道大学総合博物館  
共催：科学研究費新学術領域「生物規範工学」  
協賛：高分子学会バイオミメティクス研究会・高分子学会北海道支部  
詳細はこちら：http://www.museum.hokudai.ac.jp/news/article/184/ 
 
8) ラヂオつくば 「talking lab. ニハソノ」 
B01-4班の高梨琢磨先生の研究活動がラヂオつくばで紹介されました。 
番組タイトル：「talking lab. ニハソノ」（ラヂオつくば 84.2kHz） 
放送時間：2013年２月１８日（月） 
         ２月２５日（月） 19:15～19：30 
 
 
 
 
 
 

http://www.museum.hokudai.ac.jp/news/article/181/
http://www.astecexpo.jp/meeting.html
http://www.museum.hokudai.ac.jp/news/article/184/
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